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市
は
、国
の
平
成
21
年
度
第
2
次
補
正
予

算
を
受
け
て
、地
域
経
済
の
浮
揚
・
活
性
化

に
つ
な
げ
る
第
4
次
庄
原
市
経
済
危
機
対

策
事
業
を
予
算
化
し
ま
し
た
。

　
第
４
次
経
済
危
機
対
策
は
、「
地
元
の
中

小
企
業
・
零
細
事
業
者
が
受
注
で
き
る
よ
う

な
き
め
細
か
な
イ
ン
フ
ラ
整
備
事
業
を
実

施
す
る
」と
す
る
国
の
緊
急
経
済
対
策
の
趣

旨
に
沿
っ
て
、公
共
施
設
の
維
持
修
繕
工
事

を
中
心
に
地
域
経
済
の
浮
揚
・
活
性
化
に
資

す
る
事
業
を
優
先
。こ
の
事
業
に
、国
の
地

方
支
援
策「
地
域
活
性
化
・
き
め
細
か
な
臨

時
交
付
金
」5
億
4
4
2
9
万
円
を
活
用
し

ま
す
。

　
一
昨
年
秋
の
世
界
同
時
不
況
以
来
、市
は

国
や
県
の
施
策
と
歩
調
を
合
わ
せ
、約
51
億

円
を
予
算
化
し
、経
済
・
生
活
支
援
対
策
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

実　施　内　容

3億4,076

1億4,674

●観光交流施設等管理事業（クロカンパークコース芝補修・道後山高原荘浄化槽修繕・鮎の里浄

化槽修繕・グリーンポート吾妻路休憩室床張替など）

●公園管理事業（上野総合公園陸上競技場法面緑化・東城中央運動公園体育館玄関屋根修繕など）

●庁舎管理事業（口和支所空調設備改修）・その他施設整備事業（総領斎場給水タンク設置など）

4,598

857

2,945

合　　　計 5億7,150

予　　算

（単位：万円）

⑤　その他施設の整備・補修等（観光交流施設、公園、支所庁舎等の整備充実）

●自治振興事業（東自治振興センター外壁塗装等・北自治振興センター境界壁修繕・自治振興セ

ンター化へ向けた帝釈、八幡、口和、総領等施設の修繕など）

●公民館等管理事業（市民会館舞台吊物設備修繕、西城公民館ベランダ等修繕・新坂公民館研修

室床等修繕など）

④　きめ細かな協働の拠点整備（公民館・自治振興センター・集会所等の整備充実）

●消防施設管理事業（防火水槽修繕・消防屯所屋根修繕）

●道路改良等事業（市道舗装・市道維持修繕・交通安全施設整備・橋梁塗装等修繕・河川維持など）

●住宅管理事業（市営住宅屋根修繕など）

●下水道施設管理事業（マンホール嵩上げ・舗装段差修繕・汚水管取替修繕など）

①　きめ細かな安心・安全の実現（地域生活基盤の整備充実）

●農村集会施設管理事業（小奴可研修センター給水施設改修など）

●農林業振興施設管理事業（庄原総合交流拠点施設「ゆめさくら」強制気化装置修繕、遊ＹＯＵさ

ろん東城入口屋根塗装修繕など）

●農林道整備事業（農道舗装・林道舗装等路面補修・交通安全施設整備など）

③　きめ細かな農山村の活性化と農林業の再生（農林道・農村集会所等の整備充実）

●保育所管理事業（峰田保育所建具改修、総領保育所乳児室増築など）

●児童福祉施設管理事業（西城子育て支援センター砂場屋根設置、板橋子育て支援センタートイ

レ改修など）

●小中学校管理事業（校庭遊具修繕、口南小フェンス改修、八幡小雨漏り防止工事など）

●社会教育施設等管理事業（文化財案内標識設置・総合体育館ロビー照明灯増設、高野スポーツ

広場倉庫増築など）

●高齢者福祉施設管理事業（高野高齢者生活福祉センター改修、比和老人福祉センター畳表替えなど）

●保健医療施設管理事業（口和診療所改修工事・高野歯科診療所トイレ修繕等・西城保健センタ

ー修繕など）

②　きめ細かな安心・安全の実現（子育て・教育・医療等の整備充実）

企画課　鈎0824-73-1128

第４次庄原市経済危機対策

経済危機対策の主な事業を５つの視点で紹介します。

● 庄原市経済危機対策

景 気 回 復 へ

約5.7億円

庄
原
市
表
彰
状
受
賞
者

（
氏
名  

五
十
音
順  

敬
称
略
）

　
庄
原
市
表
彰
状
授
与
式
を
２
月
７
日
、庄

原
市
役
所
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
本
年
度
の
受
賞
は
、多
年
に
わ
た
り
各
種

委
員
や
消
防
団
員
と
し
て
在
職
し
、市
政
の

振
興
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
た
方
19
人
と
、

献
血
30
回
以
上
の
方
９
人
。そ
し
て
、産
業
の

分
野
に
お
い
て
本
市
の
発
展
に
貢
献
し
た

１
団
体
を
表
彰
し
ま
し
た
。

　
授
与
式
に
は
受
賞
者
12
人
が
出
席
。滝
口

季
彦
市
長
は「
庄
原
市
の
発
展
に
貢
献
さ
れ

た
皆
さ
ん
の
ご
功
績
に
心
よ
り
敬
意
を
表

し
ま
す
」と
あ
い
さ
つ
し
、一
人
一
人
に
賞
状

と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

多
年
に
わ
た
り
民
生
委
員
児
童
委
員
に
在

職
さ
れ
、市
政
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
方

　
　
瀧
口
　
け
い
子（
上
原
町
）

多
年
に
わ
た
り
消
防
団
員
に
在
職
さ
れ
、

市
政
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
方

　
　
赤
木
　
真
人（
総
領
町
）

　
　
伊
折
三
十
四（
東
本
町
）

　
　
上
田
　
千
秋（
高
野
町
）

　
　
奥
　
　
易
之（
総
領
町
）

　
　
長
船
　
　
久（
西
城
町
）

　
　
熊
本
　
和
広（
高
野
町
）

　
　
桒
原
　
憲
明（
大
久
保
町
）

　
　
小
原
　
利
春（
高
野
町
）

　
　
是
本
　
昌
治（
上
谷
町
）

　
　
　
原
　
道
教（
総
領
町
）

　
　
中
田
　
貴
士（
西
本
町
）

　
　
中
村
　
力
男（
高
野
町
）

　
　
滑
　
　
義
則（
三
次
市
）

　
　
延
原
　
義
則（
川
北
町
）

　
　
松
尾
　
重
樹（
西
城
町
）

　
　
向
田
　
康
浩（
高
野
町
）

　
　
安
井
　
健
郎（
一
木
町
）

　
　
渡
部
　
英
彦（
西
城
町
）

助
け
合
い
の
精
神
で
、30
回
以
上

献
血
に
貢
献
さ
れ
た
方

　
　
石
田
　
泰
清（
口
和
町
）

　
　
岩
松
　
　
修（
西
本
町
）

　
　
大
庭
　
　
忍（
西
城
町
）

　
　
岡
本
　
俊
憲（
東
城
町
）

　
　
小
田
　
克
哉（
西
城
町
）

　
　
永
江
　
弘
和（
掛
田
町
）

　
　
藤
元
　
晃
一（
高
野
町
）

　
　
松
田
　
英
典（
実
留
町
）

　
　
森
江
　
光
明（
高
　
町
）

産
業
の
分
野
に
お
い
て
本
市
の
発
展
に

寄
与
し
た
団
体

　
　
一
木
農
産
加
工
セ
ン
タ
ー
　
代
表
者

　
　
吉
光
　
典
子（
一
木
町
）

　
市
は
、平
成
25
年
度
の
完
成
を
目
指
し
、庄

原
中
学
校
改
築
事
業(

全
面
建
替)

に
着
手
し

ま
す
。事
業
の
実
施
に
あ
た
り
、よ
り
優
れ
た

設
計
者
に
よ
る
創
造
力
、技
術
力
、豊
富
な
経

験
な
ど
を
期
待
し
、指
名
型
設
計
プ
ロ
ポ
ー

ザ
ル
方
式
に
よ
り
設
計
業
者
の
決
定
を
行

い
ま
す
。

　
こ
の
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
に
よ
る
審
査

の
一
環
で
あ
る
設
計
候
補
者
の
ヒ
ア
リ
ン

グ
を
一
般
公
開
し
ま
す
。参
加
申
し
込
み
は

不
要
で
す
。当
日
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

と
　
き
　
3
月
30
日（
火
）10
時
～
15
時

と
こ
ろ
　
市
役
所
5
階
第
1
委
員
会
室

都
市
整
備
課
建
築
係
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設
計
者
選
定
審
査
を
一
般
公
開

庄
原
中
改
築
事
業

（
全
面
建
替
）

　『プロポーザル方式』とは、そのプロ

ジェクトに最も適した創造力、技術力、

経験などを持つ「設計者（人）」を選ぶ方

式です。

　すなわち、技術力や経験、プロジェ

クトに臨む体制などを含めたプロポ

ーザル（提案書）を提出してもらい、公

正に評価して設計者を選ぶ方式です。

　選定後から、具体的な設計を発注者

との共同作業により進められるため、

発注者の要求する質の高い建築設計

が可能な方式と言えます。


